
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す学校像『楽しく学ぶ、心をみがく、未来をかたる学校』 

令和元年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

 
 

白岡市教育委員会 白岡市立篠津小学校 

 

学校教育目標「知・徳・体のバランスのとれた児童の育成」 

○自ら考えのびる子  ○思いやりのある子  ○進んで体をきたえる子 

全国学力・学習状況調査や県学力・学習状況調査の結果や児童の実態から、国語

の書く力、知識・理解に対する表現力、算数の数量や図形に対する技能や計算、数

学的に考えて表現することに課題があることが分かった。また、道徳の学習を通し、

これまで以上にお互いを尊重し合える児童を育成する。 

「共に深く学び合う児童の育成」～協同的な学びにより、一人残らず参加できる授業づくりを通して～ 

主体的・対話的で深い学びの研究を通して、基礎基本を身につけ、お互いに表現

し合い、共に学び合い高め合う児童を育成したい。 

①『学び合い』による一人残らず学びに参加できる授業の展開 

② 協同的な学習を軸とした「主体的・対話的で深い学び」を目指した指導の工夫 

③ 個に応じた指導と体験的な学習の充実 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「篠津小道徳授業のスタンダード」の共通理解 
②オリエンテーションの実施 
③実践を広める「やさしさの花」 
 

 

 

 

 

 

④お互いの顔を見合って、安心して話し合える授業 
 
 
 
 
 
 
⑤「篠っこノート」を評価に活かす 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥別葉の全体計画と主題配列表のクラス掲示 
⑦教材の整理と教具の作成 

 

 

・意見文、レポート等作成の前のテーマについて 

・説明文、物語文の際の感想や意見の交流 

・言葉探し  ・俳句の題材探し    など 

考えを広げる活動 

 

・説明文（段落の要点、要約） 

・物語文（心情、クライマックス、主題） 

・書く活動の文章構成や表現の検討 

・言語事項（言葉の使い方）      など 

考えを深める活動 

友だちと、主人公の気持

ちを話し合ったら、深く

考えることができたよ。 

 
実践してきたジャンプの問題は

蓄積し、検討していく！ 

 
 

○「学び合い」の学習形態が次第に定着し、児童主体の授業展開がより多く行われ

るようになった。 

○ペアや小グループでの学習で学び合い、児童同士が互いに説明をしたり聞いたり

しながら、思考を深める姿が多く見られるようになった。 

○他教科での「学び合い」も自然と深まってきている。 

●児童がより意欲的に取り組み、考えを深められる学習課題をさらに考えていく必

要がある。 


